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本研究は要支援高齢者の食行動の現状 と食行動に影響を及ぼしている内容 をグループインタビューに

より質的に分析 し、要支援高齢者の栄養状態改善の支援方法を検討する基礎資料にすることを目的 とし

た。対象者は在宅にて介護予防サービスを利用 して生活 している在宅要支援高齢者11名 である。要支援

高齢者の食行動の現状は、【食事メニューの単一化】【出されたものは我慢 して食べる】【高齢者が認識す

る体に良くない食事内容】【高齢者が認識する身体に良い食事内容】【食生活についての意欲が弱まる1【食

事管理することは健康管理だ と思っている】【買い物には自由にいけない】という内容が明らかになった。

また食生活に影響 を及ぼしている要因 として、【悪いと認識 しているが変えない価値観】【変えるつもり

はない食に対す る価値観】【身体機能低下による食行動への影響】【現在の購買システムと商品の変化に

対応できない】【経済状況が食生活に影響する】【買い物に影響 を及ぼす地理的 ・気候的条件】【家族構成

がもたらす食行動への影響】とい う内容が認められた。

要支援高齢者の食行動の現状と食行動に影響を及ぼす内容をふまえながら支援をしていくことが必要

であると考える。
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Ｉ.諸 言

わが国の高齢者はやせ ・低栄養が要介護及び総

死亡に対する独立した リスク要因として重要であ

り、高齢者の低栄養状態の予防や改善が必要であ

る1)。栄養状態の低下は老化 を促進 させ、 日常生

活動作能力の低下をもたらす ことになるため、在

宅高齢者が地域で健康で 自立した生活ができるよ

うに低栄養状態改善に向けた支援が必要であると

考える。

高齢者は健康のために食事に気を使っている意

識は高いとい う2)3)。しか し、肉類はあま り摂取

しない方が よいとい う壮年期に受けた指導を守

り、食事量全般が少なくなり低栄養になる高齢者

がいると報告されている4)。高齢者の身体栄養状

態の指標 として血清アルブミン値が用い られてい

るが、血清アルブミン値の維持に関わる食品は肉

類や乳製品であ る5)。平成23年 度 の国民健康 ・

栄養調査6)に おいて、高齢者1日 あたりの平均た

んぱく質摂取量は65.3gで 日本人の食事摂取基準

を満た している7)が 、60歳 代以上の高齢者は肉

類よりも魚介類の摂取量が多い。肉類や油脂類の

摂取が不足した食生活は血清アルブミン値が低下

し、栄養状態が低下する可能性がある。

生活機能が低 下してい る要支援高齢者等の場

合、地域の中で安定 した生活を維持するためには

低栄養状態を予防する必要があると考える。 した

がって、介護保険等における食事サービスの利用

など、何 らかの生活支援が必要である。 しか し、

村山3)は 高齢者は健康づ くりのための食生活に関

心を持っているが、訪問介護における調理では利

用者の嗜好や経済状況等といった個人の意向が優

先され、栄養確保の視点で支援することが難 しい

傾向があると述べている。 さらに、村 山3)は 要支

援高齢者等に対する適切な栄養スクリーニングも
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利用者本人やサー ビス提供者が栄養改善の意義を

十分認識 していないため、機能 していない場合が

あるとも報告 している。以上から、要支援高齢者

等は低栄養状態になりやすいが、栄養状態改善の

支援が効果的になされていないために栄養状態が

低下して、要介護状態への移行 ・悪化につながる

可能性があると考える。

高齢者の低栄養に関する研究を俯瞰 すると、要

介護高齢者 は低栄養状態になるリスクが一般高齢

者より高い1)8)。また、中出 ら9)は慢性疾患の存在、

食物摂取に影響を与える歯の喪失や義歯の適合不

良、活動量の低下や薬物服用、 うつなどの心理的

状況、食品購入の困難 さ、栄養に関する知識不足

等、高齢者の低栄養には身体的要因、心理的要因、

環境 ・社会的要因等の様々な要因が関連すると報

告 している。葛谷10)も 低栄養 を引き起 こす要因

に社会的要因(独 居、孤独感、栄養に関する知識

不足)や 精神的要因(う つ、認知症、喪失感)が

あり、見逃 されやすいが重要な要因であると述べ

ている。 このように、要介護高齢者は低栄養にな

りやす く、低栄養を引き起 こす要因は様々である

と報告されている。

しかしながら、要介護高齢者の低栄養状態には

要支援高齢者のどのような食行動や価値観が影響

しているのか具体的に報告 されていない。

以上のことから、要支援高齢者の低栄養状態に

影響を与える具体的な食行動や価値観は当事者の

生の声や個人的要因や個人を取り巻く社会環境要

因等における相互作用を検討す ることで明らかに

できると考えた。

そこで、本研究では要支援高齢者の食行動の現

状と食行動に影響を及ぼ している内容を明 らかに

するために半構造的面接法を用いたフォーカスグ

ループインタビュー調査を実施 し、質的に分析 し

て検討を行い、要支援高齢者の栄養状態改善に寄

与することを目的とした。

Ⅱ研究方法

2.対 象者

対象は、在宅にて介護予防サー ビスを利用 して

生活 している在宅要支援高齢者11名 である。対

象の選定は、Z県 農村部にあるKデ イサービスセ

ンター(以 下DSと 略す)施 設長へ本研究の目的 ・

研究方法について口頭と文書で説明 し、研究実施

協力についての同意を得た。その後、DSス タッフ

から研究対象者の選定や対象者への協力依頼及び

調査実施時間の調整等が実施 された。対象者の現

病歴は脳血管疾患、高血圧、変形性膝関節症等で

あり、介護度は要支援1・2で あった。

2.デ ータ収集 と調査内容

2011年2月26日 と2月28日 に在宅要支援 高

齢者が利用 しているDSの 会議室にて1時 間のグ

ループフォーカスインタビューを実施 した。イン

タビュー実施のグループは1グ ループあた り5～

6名(グ ループ構成の内訳は、男性2～3名 、女

性2～3名)で 実施 し、属性の偏 りがないように

配慮 した。また、対象者の負担の軽減を図るため、

DS利 用曜 日にイ ンタビューが実施できるよ うに

DSス タッフに調査実施曜日・時間の調整を依頼し、

対象者のDS利 用 日に対象者へ負担がかか らない

ように配慮しながらインタビューを実施 した。こ

の会議室は静かな個室であ り、参加者の承諾を得

てICレ コーダーおよびVTRを 設置 し、観察 ・記

録をした。また、インタビュー実施時には、DSス

タッフ1名 に同席をしてもらい、対象者が発言 し

やすいような リラックスできる雰囲気づ くりを心

がけた。何でもありのまま思ったことを話 してい

ただきたいことを説明し、①健康 と食事面との関

連②食事面での不自由さ③食べることの価値観 に

ついての3点 に焦点をあてインタビューを実施 し

た。なお、対象者へは 「①健康のために食事面で

気をつけていることがありました ら、具体的に教

えて下 さい②食事をするうえで不自由だと感 じる

ことがありましたら具体的に教えて下 さい③ 「食

べる」 ということについてのあなたの思いをお聞

かせ くだ さい」について①～③の順に対象者に尋

ね、インタビューを実施 した。

3.分 析方法

フォーカスグループインタビューは力動的な当

事者間のや り取 りからより自然体に近い方法で醸

し出 した情報を把握できるといわれている12)。し

たがって、在宅要支援高齢者の食生活の実態や食
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べることについての価値観 を 「なまの声」11～13)

の中から質的に幅広 く捉えてい くことを重要視 し

たい と考え、本方法を選択 した。

分析方法は、安梅による記述分析法14)を 用い

て分析 した。逐語録よ り重要 と思われ る内容を抽

出し、重要アイテムを作成 した。意味内容の類似

している重要アイテムを束ねてサブ重要カテゴ

リー、重要カテゴリーへ と分類 した。その際、分

析の視点として、ヘルスプロモーションの中で説

明 されている、McLeroyら の健康関連行動 と状態

には5つ のレベルの影響要因が作用 しているとい

う考え方15)を 用いることとした。5つ の レベル

の影響要因は、① 「個人内」または 「個人的」要

因② 「個人間」要因③ 「制度的」または 「組織的」

要因④ 「コミュニティ ・地理的要因」⑤ 「公共政

策的」要因の5つ であ り、各 レベル間の影響だけ

でなく、レベル間の相互作用の影響 も考慮する必

要があると述べている。食行動の現状と食行動に

影響を及ぼ している内容を検討す るには、個人内

の知識や信念等 といった個人内の要因だけではな

く、家族や地域の食習慣、地理的要因といった個

人を取 り巻 く社会環境要因も併せて検討する必要

があるため、本理論を用いることとした。そのた

め、本研究においてこの理論を用いて健康関連行

動と状態を 「食行動の現状」とし、5つ のレベル

の影響要因を含む内容については 「食行動に影響

を及ぼす要因」 として分類 し、分析を試みること

とした。

なお、データ分析は、内容妥当性 を高めるため、

実地経験を有する複数の保健師、質的研究者が分

析を実施 した。

4.倫 理的配慮

参加者にはインタビューの前に、本研究の 目的

および方法について説明し、個人情報の保護の約

束およびICレ コーダーおよびVTRの 使用につい

て参加者全員か ら了解を得た上で本研究を実施 し

た。また、この研究への協力は 自由意思であ り、

研究協力の有無が個人の利益、不利益に影響はな

いことも十分説明を行った。

なお、本研究は新潟青陵大学倫理審査委員会で

審査 ・承認を得て実施 された。

表1イ ンタビュー参加者の特性

性別 年齢
同居家族

の有無
介護度

介護サービス

利用状況

ADL IADL

BMI
歩行

買い物

行為の有無 状況

A氏 女 80歳 代 有 支援1 DS1回/週 自立 しない 一 17.3

B氏 女 80歳 代 有 支援2 DS2回/週 杖歩行 する
近隣;1人

遠方;家 族同行
17.6

C氏 女 80歳 代 有 支援1
DS1回/週

HH1回/週
自立 する 家族同行 15.9

D氏 男 80歳 代 有 支援1
DS1回/週

HH1回/週
自立 する 家族同行 19.2

E氏 男 80歳 代 有 支援2 DS2回/週 杖歩行 する 近隣;徒歩 24.2

F氏 男 70歳 代 有 支援2 DS2回/週 杖歩行 しない 一 28.7

G氏 男 90歳 代 有 支援2 DS2回/週 杖歩行 する 家族同行 21.9

H氏 男 90歳 代 有 支援2 DS1回/週 杖歩行 しない 一 18.6

Ｉ氏 女 80歳 代 有 支援2
DS2回/週

配 食1回/日
自立 する 近隣;徒歩 15.0

J氏 女 80歳 代 無 支援2 DS2回/週 杖歩行 する 近隣;徒歩 18.8

K氏 男 60歳 代 有 支援2 DS2回/週 自立 する 家族同行 24.4

※HH:ヘ ル パ ー 、 配 食:配 食 サ ー ビ ス 、DS:デ イ サ ー ビ ス

※ 平 均 年 齢;83.3±9.1歳 、 平 均BMI;20.1±4.12
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表2要 支援高齢者の食行動の現状と食行動に影響を及ぼす要因

重要 カテ ゴ リー サブ重要 カテ ゴ リー 発言内容例

食
行
動
の
現
状

食事 メニ ュー の単一化 毎 日同 じものを食 べてい る 同 じ物 だ け で嫌 に な らな い か と言 われ る
が、他がわ か らない

出 され た ものは我 慢 して食 べ
る

食べ物に対して我儘を言わない 我儘 言 うとき りがない。黙 って食 べ る

遠慮して食べたい物を頼まない 頼 む こ とで 、(相 手 が)余 計 なこ とを しな
きゃいけな くなる

高齢者が認識する体に良くな
い食事内容

甘 い ものは控 えたほ うが よい 好 きだか ら。 甘い もの(を 食 べ る)

塩分は体によくない みそ汁は1日1回

油 ものは体 によ くない 油っぽい ものは年 寄 りの体 によ くない

肉は体に よ くない 肉は1週 間 に1回(し か食 べない)

酒 は体 によ くない 酒は体によくないね

高齢者が認識する体に良い食
事内容

食事量に気をつける 小皿 に とって食 べ るよ うに してい る

規則正しい時間に食事をとる 時間 を狂わせ ない よ うに してい る

野菜は体にいい や っぱ り野菜 を多 くと らない とね

薄味に気をつける 塩 分は昔か ら(気 をつ けている)

食生活についての意欲が弱ま
る

口にす るものは人任せ まあ、作 る人 が気 をつ けて くれ るか ら

食事管理することは健康管理
だと思っている

健康管理のため食事は大切 太 るな といわれてい る

体によいと思う食習慣は続ける 毎 日スー プを作 って食べ てい る

メ ニ ュー を考 え るの は認 知症 予 防

にな る

毎 日きちん と食事 を作 る とボケない

買い物 には 自由に行 けない 買い物 に行 け る 日が限 られ る 買い物 に行 く 日を間違 えない よ うにカ レン
ダー に書 いてい る

漬物(保 存食)を よ く食 べ る 梅干しや大根の味噌漬けをよく食べる

買いだ めをす る 醤油やみそは2カ 月分買いだめする

食
行
動
に
影
響
を
及ぼ

す
要
因

悪いと認識しているが変えな
い価値観

甘い ものは欠かせ ない や っぱ り、好 きだか ら。 甘い もの

薄味は物足りない や っぱ り薄 味で は物足 りないんだ よね

や っぱ り酒 は止 められ ない 酒好 きだか ら(飲 んでい る)

変えるつもりはない食に対す
る価値観

好物を口にする楽しみは大切 好 きなもの(泡 盛)を 取 り寄せ ている

食べ物を粗末にできない 朝 ごはんの残 りを捨 てるの はもったい ない

(か ら昼 に回す)

自分 の食 事は 自分 で作 りたい 自分の食事は自分しかわからない

身体機能低下による食行動へ
の影響

加齢 ・疾 病か ら食事 が しに くい 歯 が悪 い、 胃が悪 い・・・ 食べづ らい

現在の購買システムと商品の
変化に適応できない

店で売っている品物の配置や内容
がわからない

(店 の)ど こに何 があ るか わか らない

買 い 出 しに何 を頼 ん だ らいい かわ
か らない

買 って きて くれ る といっ ても何頼ん でいい
か わか らない

(店 内が)変 わ りす ぎてわか らない (買 うた めに)店 の どこに行 った らい いか

わか らない

経済状況が食生活に影響する 買い物の基準は値段の安さ お金 がないか ら安い もの しか買わない

安 い もの を買 う工夫 をして いる 広告 を見て、 買 う物 を書い てお く

買い物に影響する地理的・気
候的条件

近所 の店 は自分 で買い物 にい く (店まで)そ れ ほ ど遠 くな いか らゆ っ く り
行 く

冬期間は買い物に行けない 冬 は(雪 で)シ ルバーカー が使 えない

家族構成がもたらす食行動へ
の影響

1人 暮 ら しである
一 人だか ら肉料 理なん て家 で しません

家族に車で送迎してもらう必要が
ある

家 族に車 で買い物 に連れ てって もら う

－48－



Ⅲ.結 果

研究協力への同意が得 られた在宅要支援高齢者

11名(男 性6名 、女性5名)を2グ ループに分け

てインタビューを実施 した。インタビュー実施者

の平均年齢は83.3±9.1歳 、介護度は要支援1・

2だ った。平均BMIは21.0±4.12だ った(図1)。

収集 したデータを分析す るにあたり、本研究で

は健康関連行動 と状態 を 「食行動の現状」 とし、

5つ の レベルの影響要因を含む内容については

「食行動に影響を及ぼす要因」とし、整理を試みた。

表2に カテゴリー毎の発言内容を示す。なお、以

下の記述は、重要カテゴリーを 【 】、サブ重要

カテゴリーを 『 』、発言内容例を 「 」で表す

こととする。

1)食 行動の現状

インタビューの逐語録を分析 した結果、食行動

の現状は7つ のカテゴリーに分類された。その内

容は、【食事メニューの単一化】【出されたものは

我慢 して食べる】【高齢者が認識する体に良くな

い食事内容】【高齢者が認識する身体に良い食事

内容】【食生活についての意欲が弱まる】【食事管

理することは健康管理だと思っている】【買い物

には自由にいけない】である。

(1)【食事メニューの単一化】

「同じものだけで嫌にならないか と言われるが、

他(の メニュー)が わか らない」 とい う意見が聞

かれ、毎 日自分が作っているメニュー以外のもの

が思い浮かばず、結局 『毎 日同じものを食べてい

る』状況になっていた。

(2)【出されたものは我慢 して食べる】

準備 された食事について 「我儘言 うときりがな

い。黙って食べる」とい う意見が聞かれ、準備 さ

れた 『食べ物に対 して我儘を言わないようにして

いる』現状が見受けられた。 さらに、自分が食べ

たい食事を家族等に 「頼むことで、(相 手が)余

計なことをしなきゃいけなくなるから」、『遠慮 し

〈食行動の現状〉

1.食 事メニューの単一化

2.出 されたものは我慢 して食べる

3.高 齢者が認識する体に良くない食事内容

4.高 齢者が認識する体に良い食事内容

5.食 生活についての意欲が弱まる

6.食 事管理することは健康管理だと思っている

7． 買い物には自由に行けない

1.悪 い と認識 しているが変えない価値観 → 「個人内」または 「個人的」要因

2.変 えるつもりはない食に対する価値観 → 「個人内」または 「個人的」要因

3.身 体機能低下による食行動への影響 → 「個人内」または 「個人的」要因

4.現 在の購買システムと商品の変化に適応できない → 「個人内」または 「個人的」要因

「制度的」または 「組織的」要因

5.経 済状況が食生活に影響する → 「個人内」または 「個人的」要因

6.買 い物に影響す る地理的 ・気候的条件 → 「コミュニティ ・地理的」要因

7.家 族構成がもたらす食行動への影響 → 「個人間」要因

〈食行動に影響を及ぼす要因〉

図1食 行動の現状と食行動に影響を及ぼす要因
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て食べたい物を頼まない』状況もあった。

(3)【高齢者が認識する体に良くない食事内容】

「好 きだから。甘いもの(を 食べる)」 とい う話

か ら 『甘いものは控えたほ うがよい』 と認識 しな

が ら甘味を摂取 している状況だった。

また、「みそ汁は1日1回 」「油っぽいものは年

寄 りの体にはよくない」「肉は1週 間に1回(し

か食べない)」 「酒は体によくないね」 とい うこと

か ら、『塩分は体によくない』『油ものは体によく

ない』『肉は体 によくない』『酒 は体によくない』

と思い、摂取を控えている状況が抽出された。

(4)【高齢者が認識する体に良い食事内容】

「やっぱり野菜は多 く取 らないとね」など、『野

菜は体にいい』『薄味に気をつける』 といった食

事内容に関することや 『食事量に気をつける』と

いった食事量に関すること、『規則正 しい時間に

食事をとる』といった食事時間に関することにつ

いて、高齢者 は体に良い食事内容であると認識 し

ていることが示唆 された。

(5)【食生活についての意欲が弱まる】

対象者の中には 「まあ、作る人が気をつけてく

れるから」とい うように自分で食事内容を考えず

に 『口にす るものは人任せ』 とい う認識 を持ち、

食生活に対し主体的に考えていない可能性がある

ことが示唆 された。

(6)【食事管理することは健康管理だと思 ってい

る】

「太るなといわれている」などとい うことから、

『健康管理のため食事は大切』であり、『体によい

とい う食習慣は続ける』 ことが大切であるとい う

認識を持っていた。

そして、「毎 日きちんと食事を作 るとボケない」

とい うことから、食事を作ることは自分の身体的

な健康管理以外にも 『食事のことを考えることは認

知症予防になる』 という精神的な健康管理にもつ

ながるとい う認識を持っていることが示唆 された。

(7)【買い物には自由にいけない】

「買い物 に行 く日を間違 えない よ うにカ レン

ダーに書いている」 とい うことか ら、対象者は行

きたい時に買い物に行 くのではな く 『買い物にい

ける日が限 られる』状況であった。

また、買い物に行 ける 日が限 られることか ら、

「梅干や大根の味噌漬けをよく食べる」「醤油やみ

そは2か 月分買いだめする」など自分自身で 『漬

物(保 存食)を よく食べ る』『買いだめをす る』

など買い物に自由に行けなくても食行動への悪影

響が少なくなるような工夫をしている状況が抽出

された。

2)食 行動に影響を及ぼす要因

食行動に影響を及ぼす要因は7つ のカテゴリー

に分類 された。その内容は、【悪い と認識 してい

るが変えない価値観】【変 えるつもりはない食に

対する価値観】【身体機能低下による食行動への

影響】【現在の購買システムと商品の変化に対応

できない】【経済状況が食生活に影響する】【買い

物に影響 を及ぼす地理的 ・気候的条件】【家族構

成がもたらす食行動への影響】であった。

(1)【悪いと認識 しているが変えない価値観】

嗜好品である菓子類などの甘味を 「や っぱ り、

好きだか ら。甘いもの」と話 し、食生活の中では

『甘いものは欠かせない』状況になっていた。また、

同様に嗜好品であるアルコール類を 「酒好きだか

ら(飲 んでいる)」 と話 し、『やっぱ り酒は止めら

れない』と毎 日の生活の中で酒は欠かせないもの

になってい る様子が うかがわれた。また、食事

の味付けは薄味が体にいいと認識 してはいるが、

「やっぱ り薄味では物足 りないんだよね」 とい う

語 りから、『薄味は物足 りない』 という認識を持っ

ていた。

(2)【変えるつもりはない食に対する価値観】

食事に関す る価値観 として、「好 きなもの(泡

盛)を お取 り寄せ しています」とい う話から、『好

きなものを口にす る楽しみは大切』とい う"食=

楽 しみ"と い う価値観を持っていた。その一方で、

食は楽 しみ とい う価値観ではなく、「朝ごはんの

残 りを捨てるのはもったいない(か ら昼に回す)」

とい う 『食べ物を粗末にできない』とい う価値観

も抽出された。

さらに、「自分の食事は 自分 しかわか らない」

とい う思いから 『自分の食事は 自分で作 りたい』

と考え、自分で食事を作っている高齢者もいた。

(3)【身体機能低下による食行動への影響】

「歯が悪い、胃が悪い…食べづ らい」 といった
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加齢による身体機能の低下から 『加齢や疾病によ

る食事のしにくさなどがある』 とい うような食行

動への影響が見 られた。

(4)【現在の購買システム と商品の変化に対応で

きない】

対象者は、家族等から買出しの申し出を受けて

も 「買ってきてくれるといっても何を頼んでいい

かわか らない」とい う戸惑いが生 じ、『買い出し

に何を頼んだ らいいかわか らない』状況になって

いた。

また、対象者が買い物に行っても 「(店の)ど

こに何があるかわからない」、「(買うために)店

のどこに行 った らいいかわか らない」とい う語 り

がきかれた。そのことか ら、『(店内が)変 わ りす

ぎてわからない』 とい う店内における物の購入方

法や 『店で販売 している品物の配置や内容がわか

らない』とい う販売 している品物が十分にわから

ない状況の中で戸惑いなが ら買い物をしている可

能性があることが示唆 された。

(5)【経済状況が食生活に影響する】

対象者が買い物に行 く際には、「広告をみて、

買 う物を書いてお く」といった 『安いものを買 う

工夫をしている』状況が見受けられた。また、「お

金がないから安いものしか買わない」 とい う語 り

か ら買い物の基準は品物の品質ではなく、『買い

物の基準は値段の安 さ』であることが抽出された。

(6)【買い物に影響する地理的 ・気候的条件】

「(店まで)そ れほど遠 くないからゆっくり行 く」

な どか ら、『近所の店は 自分で買い物に行 く』 と

いった地理的な条件や 『冬期間は買い物に行けな

い』 といった気候的な条件が、高齢者の買い物に

影響を及ぼ している可能性が示唆 された。

(7)【家族構成がもたらす食行動への影響】

「1人 だか ら肉料理なんて家でしません」 とい

う語 りから、『1人 暮 らしである』ことは食行動

に影響を与えている可能性があると示唆 された。

また、「家族に車で買い物に連れて行ってもら

う」 ことから、『家族に車で送迎 して もらう必要

がある』 といった買い物へ行く移動手段 も家族構

成による影響を受けることが示唆 された。

Ⅳ.考 察

1)参 加者の性質とデータの信頼性、妥当性

本研究 では、在 宅要支援 高齢者 の食生活 の

実態や食 べ るこ とについての価値観 を 「なま

の声」11～13)の中から質的に幅広 く捉えてい くこ

とができるフォーカスグループインタビュー法を

用いた。 この手法の信頼性、妥当性を高めるため

には、対象メンバーの選定法、インタビュー項 目

の設定法、妥当性のかく乱要因の除去、インタビュ

アーの トレーニング、記録の工夫が必要であると

されている13)16)17)。そ こで、次の4点 を厳密 に

実施 し、データの妥当性を高めるように配慮した。

(1)対 象者の選定は、特定の年齢、性別、職業等

に偏 りが生 じないように、対象者 と普段か ら接

しているDSス タッフに依頼 し、可能な限 り多

様な意見が収集できるよ うに配慮した。

(2)イ ンタビュー項 目は、対象者が普段感 じてい

ること、思っていることを表現 しやすいように

具体的な内容 とし、半構成的にすることで、対

象者がインタビュー中に自由に話ができ、意見

交換が しやすいように配慮 した。

(3)フ ォーカスグループインタビューの進行に関

しては、経験を積んだインタビュアーよりスー

パーバイズを受け、練習を積んだ後に実施 した。

実施時には経験を積んだインタビュアーから同

席 してもらい、インタビュー進行のサポー トを

受けながら実施 した。 また、インタビューは、

できるだけ対象者の自由な発言を促 し、効果的

なグループダイナ ミクスにより、食行動の現状

と食行動に影響を及ぼしている内容が具体的に

明らかになるように配慮 した。

(4)分 析は、逐語記録 と観察記録から重要アイテ

ム、重要カテゴリーの妥当性につき、複数の実

務経験のある保健師間で議論 を重ねて抽 出 し

た。また、フォーカスグループインタビューの

経験者が分析を担当した。

2)食 行動の現状について

【高齢者が認識する体によくない食事内容】と

して、『肉は体によくない』『塩分は体によくない』

『酒は体によくない』『油ものは体によくない』 と

い う認識を持っているということが明 らかになっ
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た。また、【高齢者が認識する身体に良い食事内容】

として、『野菜は体にいい』 とい う認識があると

い うことが示 された。高齢者の中には、"年 だか

らおかずは少なくていい"と 野菜中心の高齢者や
"油脂類は摂 らない方が健康にいい"と 控えてい

る人がいる4)。また、壮年期の生活習慣病の指導

を受けた際に、肉は脂が多いか らあま り食べない

ようにとい う指導を受け、それを守っている高齢

者 も見 られる4)。 さらに、対象者の居住 している

地域は農村地帯であり、近隣で とれた野菜は対象

者へおすそ分けされ、野菜を沢山摂取できる環境

にあると考えられる。そのため、野菜中心の食生

活を送っていると考えられるが、要支援高齢者な

どがこのような食事内容を続けていくと、たんぱ

く質摂取が少なく、低栄養状態にな りやすい傾向

があると考えられる。 したがって、低栄養状態の

予防を念頭に置き、地域包括支援センターは要支

援高齢者の介護予防ケアプランに栄養改善事業等

の利用を導入 し、高齢期にあった食事指導をすす

めていく必要があると推察される。

対象者の中には、食事作成担当者の役割を担い、

『自分の食事は自分で作 りたい』 とい う思いを持

ちなが ら自分で食事を作っている人もあった。 し

か しなが ら、その食事メニ ューの内容は 『毎 日

同 じものを食べている』状況であり、【食事のメ

ニューの単一化】している可能性 が示唆 された。

在宅で生活する要支援高齢者等の食生活は同じ食

品の繰 り返 しになる傾 向18)が あるため、地域包

括支援センターやホームヘルパーは支援を行 う際

に要支援高齢者 自身が多品目を摂取する必要性を

認識できるような情報提供や、 日常の食事に多品

目を取 り入れていくことができるために簡単なメ

ニュー提示等といったかかわ りをこまめに行って

いくことが必要であると考える。

【出 された ものは我慢 して食べ る】とい う状況

は、『食べ物に対 して我儘を言わない』 とい う高

齢者 自身の信念が背景にあると考えられる。戦前・

戦中 ・戦後の食糧難の時代 を過ごしてきた高齢者

にとって、食事内容に関す る要望をい うことは自

分の信念 に合わないため、【出されたものは我慢

して食べる】行為につながっていると思われる。

また、【出されたものは我慢 して食べる】とい

う状況は、家族に食べたい物を頼むことに対する

気兼ねか ら 『遠慮して食べたい物を頼まない』 こ

とや、家族が作成 した食事を食べ るのみ という受

け身の立場になることによって 【食生活について

の意欲が弱まる】ことも関連 していると考えられ

る。

要支援高齢者には 【買い物に自由にいけない】

状況があ り、自身で 『買いだめをする』、『漬物(保

存食)を よく食べる』等、食行動に支障をきたさ

ないように工夫をしていた。漬物は高齢者に好ま

れている食品で、女性高齢者のいる世帯で漬物を

作る割合が高いなど19)、女性 は漬物 との関わりが

深い。また、対象者の生活 している地域は農村地

帯であり、とれた野菜は漬物で消費する食習慣が

あると考えられる。そのため、高齢者にとっては

買い物にいけない場合に簡単にできる食行動の工

夫であると推察できる。 しかし、塩分摂取量が過

剰になる可能性が生 じるため、地域包括支援セン

ターは要支援高齢者の介護予防ケアプランに外出

支援のボランティア利用や家族の買い物支援等を

入れることにより要支援高齢者が買い物に自由に

行けるような支援が必要だと考える。また、地域

包括支援センターやホームヘルパーは支援を行 う

際に漬物を多食 しないように漬物以外の野菜の摂

取方法を説明する等 といった働 きかけが必要だと

考える。

3)食 行動に影響を及ぼす要因

(1)「個人内」または 「個人的」要因

対象者は、家族等から買い出しの申し出を受け

ても 『買い出しに何を頼んだらいいかわからない』

状況であった。また、対象者が買い物に行って も

『店で販売している品物の配置や内容がわからな

い』状況の中で戸惑いなが ら買い物をしている可

能性があることが示唆された。高齢者の購買行動

は新規の商品に関する情報量も少なく、また追加

される情報 も少なくなるため、現存の知識の中に

ある商品から選択 して購買する傾向がある20)と

いわれている。そのため、高齢者が購買活動を行

う際には、家族等に高齢者にわかるように商品等

に関 して情報提供を行 うように働 きかけることが

必要であると思われる。
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また、高齢者の食への価値観には、【悪いと認

識 しているが変えない価値観】があ り、悪いと思っ

ていても変えるつもりはない価値観がある。 「好

きなもの(泡 盛)を お取 り寄せ しています」等 と

いう語 りから、好物は体に悪い とわかっていなが

ら摂取していた。これは、大西 らが高齢者が楽 し

いと思 う活動は入浴や食事、テ レビであった21)

と述べているように、本研究の対象者 も食事を生

活の中で楽 しみに据えている現状であると推察 さ

れる。

その一方で、【変えるつ もりはない食習慣】 と

いう価値観 も抽出された。 この価値観は、高齢者

の中では食行動について望ま しいと考え、今後も

継続 したいと思っている価値観であると考えられ

る。そのため、高齢者の食行動に対す る支援は高

齢者の持っている食行動に関す る価値観 に着 目

し、その価値観を持つに至った経緯を知った上で

食の楽しさを損なわないような支援をしてい くこ

とが必要であろう。

その他に、高齢者が買い物するときには 『買い

物の基準は値段の安 さ』で判断して、『安いもの

を買 う工夫をしている』状況から、【経済状況が

食生活に影響す る】可能性があると考え られた。

食物選択行動を規定する要因 として価格、信念、

知識、便宜性 などがあるといわれている22)。高

齢者の収入は年金であ り、対象者も年金をや りく

りしながら生活 していると思われ、買い物などの

際に食物選択する上では価格が選択基準の一つに

なっていると考えられる。

以上のことから、高齢者の食は健康のために食

事制限を行 うとい う視点だけでなく、高齢者の食

品選択は価値観や経済状況等の要因が影響 してい

ることを念頭において、生活の中で食を楽 しむこ

とができるように支援していくことが必要である

と考える。

(2)「個人間」要因

対象者の食事のメニュー等の食行動は 『1人暮

らしである』、買い物に行 く際に 『家族に車で送

迎 してもらう必要がある』等、【家族構成が もた

らす食行動への影響】がある可能性が示唆された。

1人 暮 らしは家族 と同居 している高齢者 と比較 し

て食物摂取状況が劣るといわれている23)よ うに、

食品摂取状況は家族構成に影響を受けると推察 さ

れる。そのため、送迎等、家族の支援を受けるこ

とが可能なものは支援をしてもらうように依頼す

るとともに、食品摂取を改善できるよ うな配食

サー ビスやデイサー ビス等のサービスの利用の促

進を図っていくことが必要であると考える。

(3)「制度的」または 「組織的」要因

対象者は購買経験を積むことにより、商品や購

買方法等に関して積極的な情報検索をせず17)、買

い物に行って しま うために 『(店内が)変 わ りす

ぎてわからない』状況になり、不便さを感 じなが

ら買い物を行っていると考えられる。高齢者が買

い物に不便 さを感 じないよ うに、家族や支援者が

高齢者にわか りやす く店舗の陳列商品や購買方法

に関する情報を伝達することが必要になると考え

る。また、高齢者側へのわかりやすい情報伝達の

他に、店舗側にも陳列商品に関する情報提示や購

買方法を高齢者 にわか りやす く工夫 して もらう

等、店舗側にも支援者が依頼す ることも必要であ

ると思われる。

(4)「コミュニティ ・地理的」要因

高齢者が買い物にいけない要因の1つ に店の立

地条件や冬期間の降雪など、地理的 ・気候的要因

が存在 している。身体機能が低下している要支援

高齢者は元気な高齢者 と比べると地理的 ・気候的

な要因の影響を受けやすいと考えられる。そのた

め、家族や買い物に行 くための交通機関の確保等、

高齢者 自身が店舗へ買い物に行くことができるよ

うに支援することが必要であろう。

以上のことか ら、要支援高齢者の食行動に影響

を及ぼす要因 として、高齢者の個人的または個人

内、個人間、コミュニティ ・地理的、制度的 ・組

織的な要因があると考えられる。 さらに、要支援

高齢者の食行動に影響 を及ぼす要因である個人間

や、コミュニテ ィ ・地理的、制度的 ・組織的な要

因は各要因問において相互に影響 し合っている状

況があると推察される。

したがって、要支援高齢者の低栄養改善におけ

る効果的な支援をする際には、要支援高齢者の個

人的要因 とその周囲に存在す るコミュニテ ィ ・地

理的、制度 ・組織的な要因、およびその要因問の

相互作用に着 目する必要性があると考える。 これ
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は、要支援高齢者の低栄養改善の支援 を効果的に

行 うために必要な視点と考えられ、この視点が明

確になったことは意義があるといえよう。

以上をふまえた上で、要支援高齢者 自身が低栄

養の身体機能に及ぼす影響を理解 した上で食 を楽

しむ ことができるような支援を行 うことが重要で

あると考える。

本研 究は、Z県 農村部の在宅で介護 予防サー

ビスを利用 している要支援高齢者 にフォーカス

グループインタビュー法を用いて分析を試みた。

フォーカスグループインタビューの対象者の選定

については、属性が偏 らないように配慮をして実

施 した。

フォーカスグループインタビュー法の内的妥当

性の6つ のか く乱要因11)に ついては、以下のよ

うに対応 した。個別背景の影響、相互作用による

メンバーの変化、グループメンバーの偏 り、ドロッ

プアウ トの問題は、対象抽出を属性の偏 りがない

ように工夫するとともに難聴傾向の対象者にはDS

のスタッフが対象者間の話が聞こえにくかった場

合は大きくゆっくりと繰 り返 して伝える等の対応

を行った。インタビュアー自身の変化などの要因

は、フォーカスグループインタビューの経験者か

らスーパーバイズを受けつつインタビューを実施

した。 さらに分析の段階では、プロセスを明示 し

実地経験を有する複数の保健師、質的分析の経験

者が分析を担当し、可能な限 り妥当性のかく乱要

因の影響の度合いを少なくするように努めた。

しかし、地域が農村部 と限定されたこと、およ

び質的な分析のために要支援高齢者の食行動の現

状 と食行動に影響を及ぼす要因の関係性を明確化

す ることは困難であ り、本研究方法の限界である

と言える。

今後、質的研究の妥当性 と信頼性を高めるため

には、都市部を含めたより多 くの地域において同

様な分析 を質的 ・量的に行ってい くことが必要で

あると考える。

V.結 語

要支援高齢者等の食行動の現状、食行動に影響

を及ぼす内容 として、それぞれ7つ のカテゴリー

に分類 された。食行動の現状の内容は、【食事 メ

ニューの単一化】【出されたものは我慢 して食べ

る】【高齢者が認識する体に良くない食事内容】【高

齢者が認識す る身体に良い食事内容】【食生活に

ついての意欲が弱まる】【食事管理することは健

康管理だと思 っている】【買い物には自由にいけ

ない】であった。

食行動に影響を及ぼす要因の内容は、【悪い と

認識 しているが変えない価値観】【変 えるつ もり

はない食に対す る価値観】【身体機能低下による

食行動への影響】【現在の購買システムと商品の

変化 に対応できない】【経済状況が食生活に影響

する】【買い物に影響を及ぼす地理的・気候的条件】

【家族構成がもたらす食行動への影響】であった。

要支援高齢者の低栄養改善の支援をする際には、

要支援高齢者における食行動の現状 と食行動に影

響を及ぼす要因の相互関係に着 目する必要性があ

ると考える。これは、要支援高齢者の低栄養改善

の支援を効果的に行 うために必要な視点 と考えら

れ、この視点が明確になったことは意義があると

いえよう。
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       QUALITATIVE ANALYSIS OF CURRENT DIETARY 
BEHAVIOR AND ASSOCIATED FACTORS IN ELDERLY INDIVIDUALS IN 

                  NEED OF CARE
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Abstract : 

    This study provides, by means of group interviews, a qualitative analysis of the dietary behavior of elderly 

individuals in need of care and of the factors affecting their dietary behavior, and uses this analysis as basic 

information in discussing support methods for improving nutrition among elderly individuals in need of care. The 

study looks at eleven elderly individuals living at home who use preventive care services in their own home. The 

following factors in the dietary behavior of elderly individuals in need of care became clear: [menus tend to be 

lacking in variety], [they might not like what is put in front of them but they force themselves to eat it], [contents 

of meals that elderly people think are not good for them], [contents of meals that elderly people think are good 

for them], [they take less interest in what they eat], [they believe that supervising what they eat is equivalent to 

supervising their health], [they can't go shopping whenever they want to]. Factors which influence their diet are: [they 

are aware that their diet is bad, but their sense of values means that they are unable to change it], [their sense of 

values about food which they have no intention of changing], [influence on dietary behavior of reduction in bodily 

functions], [they cannot cope with the present food buying system and the change in products], [their financial 

situation affects their diet], [geographical and climatic conditions affect going shopping], [influence on diet of 

family composition]. 

    The dietary behavior of elderly individuals in need of care must be supported on the basis of their current 

dietary situation and factors affecting their diet.

Keywords : malnutrition, elderly individuals in need of care, dietary behavior
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